





















































氏名 年齢 性別 勤務校（すべて関東地方） 出身大学
吉　野 26 女性 A中学校・高等学校（２）（私立・共学） 私立大学体育系学部
阿久津 34 男性 A中学校・高等学校（私立・共学） 私立大学体育系学部
私立大学大学院
正　田 26 男性 A中学校・高等学校（私立・共学） 私立大学体育系学部
小　出 25 男性 B高等学校（私立・共学） 私立大学体育系学部
中　山 53 男性 B高等学校（私立・共学） 私立大学体育系学部
柴　田 35 男性 B高等学校（私立・共学） 私立大学体育系学部
久保田 53 女性 B高等学校（私立・共学） 私立大学体育系学部
三　輪 59 女性 C高等学校（私立・女子校） 私立大学体育系学部





































































































































































































































































注⑴ LGBTは L : Lesbian（レズビアン・女性同性愛者），G: Gay（ゲイ・男性同性愛者），B: Bisexual（バイセク
シュアル・両性愛者），T: Transgender（トランスジェンダー・性別越境者）のことであり，性的少数者の代
名詞として用いられる。これらの他に性分化疾患，無性愛者も性的少数者に含まれる。
　⑵ A中学校・高等学校は中高一貫校であるが，僅かながら高等学校から入学する生徒もいる。
　⑶ D中学校・高等学校も中高一貫校で，高等学校からの入学者は受け付けていない。
　⑷ 『学校における性教育の考え方，進め方』によれば，〈性〉には生理的・心理的・社会的な各側面があると
される（反橋 2016）。
　⑸ 2013年に文部科学省が全国の義務諸学校を対象に「学校における性同一性障害に係る対応に関する状況調
査」を実施したように，少しずつ関心が高まっているとは言える。
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